
 

日頃より，南小の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

今年度は，学校教育目標「かしこく」「やさしく」「たくましく」のもと，重点を「『聴くこと』自

分を拓き相手を尊重する」とし，＜感じ・考え・聴き合う子ども＞＜笑顔いっぱいやさしい子ども

＞＜粘り強くたくましい子ども＞を目指して教育活動に取り組んでまいりました。 

昨年１１月に実施した保護者アンケート，７月，１１月に行った児童アンケート結果を下記のと

おり報告させていただきます。学校では，アンケート結果を次年度の教育活動に反映させ，よりよ

い学校づくりに努めてまいります。今後とも，保護者・地域の皆様から忌憚のないご意見をお寄せ

いただき，変わらぬご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

① 保護者アンケート結果より＜令和２年 11 月実施＞ 

○ 学校全体に関わる質問事項について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 一人ひとりに関する質問項目について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜考察･来年度に向けて＞ 

【学校全体に関わる内容について】 

○ どの項目も８割以上の方が十分またはお

おむね十分と答えている。 
○ 特に｢体験や地域を大事にした学習｣｢学校

や子どもの様子を伝える｣については５割

の方が十分と答えている。今年度は「かが

やきタイム」の中止や「地域の方に学ぶ会」

を行わないなど，地域の方との接点が少な

くなってしまったが，ＥＳＤ体験学習や各

学年のＥＳＤの学習で地域をめぐる活動

なども行ってきたことを評価していただ

いたように考える。また，学級だより等で

子どもの様子を伝えようとする姿勢も高

い評価を得ている。 
△ 「子どもの人権を尊重」の項目で不十分，

やや不十分と答えた方が昨年より増加し

ている。子どもたちへの接し方や言葉遣い

などをあらためて振り返りたい。 

【一人ひとりに関する内容について】 

○ ｢学校へ行くのが楽しみ｣については，肯定

的な回答を９０％いただく一方，９％の方

から，やや不十分，不十分と回答いただい

た。悩みを抱えたり困ったりしていること

がないかなど，子どものサインを見逃さな

いように家庭と連携していきたい。 
○ 「行事等精一杯頑張っている」は十分と答

えた方が昨年よりも７ポイント増加した。

２学期に行事が集中し，これまでより縮小

した行事もあったが，行事は子どもたちの

成長に欠かせないことも感じている。コロ

ナ禍でもできることを工夫し，今後も行事

を行っていきたい。 
△ 「自己肯定感を高めてきている」について

は，「十分」と答えた方が増えた一方で，

「やや不十分」と答えた方も同じ程度増え

ている。子どもたちの良さを一層認めてい

けるようにしていきたい。 

令和２年度 南小学校だより 

香いを永く伝えよや  

令和３年３月９日（火）山ノ内町立南小学校 



○ 南小学校で特に力を入れてほしいこと（３つ以内で選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 児童アンケート結果より＜令和２年７月，１２月実施＞ 

＜南小コミュニティスクール運営委員会より＞ 

２月の運営委員会では，運営委員の皆様から，「コロナ禍で子ども達が閉塞感を感じているので

はないかと心配していたが，工夫して行事等を行い，子ども達が楽しんでいる様子が分かってよか

った。」「『自分で考え力を育てたい』ということを望む保護者が多くいるのはよいこと」「かがやき

タイムなど，コミュニティスクールとして協力できなかったのが残念。来年度はぜひ行いたい。」

「メディアコントロールとして，使用時間やモラルの問題だけでなく，よりよく使うことも考えて

いきたい。」等のご意見をいただきました。いただいたご意見をもとに職員一人一人の力を高め，学

校目標の実現に向けてより一層力を尽くしてまいりたいと存じます。 

【特に力を入れてほしいことについて】 

○｢思いやりの心｣｢自分で考える｣「コミュ

ニケーション力」の３つが昨年同様５割

を超え，特に「自分で考える力」につい

ては，全家庭の約４分の３の方が選択し

ている。新学習指導要領でも「主体的・

対話的で深い学び」による資質能力の向

上が求められている。授業の内容，学習

方法，家庭学習などを見直し，自ら考え

る力を伸ばせるよう学校と家庭と連携

して子どもたちの力を一層伸ばしてい

けるようにしたい。 

【学習面について】 

○全体的に１学期よりも２学期のほうが

「はい」と答えた児童が増えている。特

に「自分の考えを発表することが多い」

や「宿題をやっている」で，「はい」と答

える児童が増えた。１学期臨時休業や行

事の延期，中止などで思うように進まな

かったが，２学期様々な行事ができたこ

とで，学習へも意欲的になり充実した取

組につながったと考えられる。 

【生活面について】 

○「清掃分担場所をきれいにしている」と

答えた児童がおよそ４分の３となった。

日頃の様子を見ていてもしっかりやろう

とする児童が多い。よいところを認め，

今後も大切にしていきたい。 

△「自分から挨拶をしている」で「はい」

と答えた児童が６４％おり，保護者アン

ケートで「十分」と答えた方の３０％と

大きな開きが見られる。大人と子どもの

目指す姿に違いがあることや，挨拶を家

庭では自分からしないが学校では進んで

しているなどが考えられる。 

○「三点固定を守って生活している」と答

えた児童は１学期に比べ増えている。今

後も繰り返し呼びかけるとともに，テレ

ビ，ゲーム，ＳＮＳなどのメディアの使

い方や時間を決めるなどの「メディアコ

ントロール」についても，外部の方を講

師に招くなどして広げていきたい。 

○「学校が楽しい」について「はい」「だい

たい」をあわせると８割を超える。引き

続き子どもたちが意欲を持ち，充実感の

ある「楽しい」学校づくりに努めたい。 

○１学期の結果から 

○２学期の結果から 


